
中
小
機
構
関
東
本
部
信
越
事
務
所

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

中
小
機
構

関
東
本

部
信
越
事
務
所
で
は
新
潟
県
の
県
北
地
域
に
位
置
す

る
「
新
潟
中
条
中
核
工
業
団
地
」
、
県
央
部
に
位
置

す
る
「
柏
崎
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
」
の
産
業
用
地

の
分
譲
を
行
っ
て
い
る
。
新
潟
中
条
中
核
工
業
団
地

は
良
質
で
安
価
な
工
業
用
水
道
や

を
超
え
る
大

型
立
地
へ
の
対
応
が
可
能
な
工
業
団
地
で
あ
る
。
柏

崎
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
は
近
年
、
大
手
二
次
電
池

工
場
が
立
地
す
る
な
ど
注
目
さ
れ
、
電
気
料
金
の
最

長
８
年
間
大
幅
補
助
な
ど
が
特
徴
の
工
業
団
地
。
ど

ち
ら
の
団
地
も
首
都
圏
を
は
じ
め
東
北
各
県
を
カ
バ

ー
す
る
「
も
の
づ
く
り
・
物
流
拠
点
」
と
し
て
、
好

立
地
な
物
件
で
あ
る
。

次
世
代
中
核
産
業
へ
期
待
大
き
い
航
空
機

電
池
産
業
の
素
材
・
部
材
は
健
在

成
長
産
業
と
し
て
期
待
医
薬
・
医
療
機
器
分
野

課
題
は
人
材
確
保
・
育
成

産
業
立
地
地
域
の
産
業
集
積
形
成
と
活
性
化
を
目
指
す

主要産業団地の紹介〈順不同〉

松
本
市

　
松
本
市
の
「
新
松
本
工
業
団
地
」
は
、
長
野
自
動

車
道
の
松
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｉ
Ｃ

、
塩
尻

北
Ｉ
Ｃ
か
ら
約

分
の
距
離
に
あ
る
。
本
州
・
長
野

県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
首
都
圏
、
中
京
圏
に
ア

ク
セ
ス
が
良
好
だ
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
に
車
で

分
、
信
州
ま
つ
も
と
空
港
へ
は
５
分
と
交
通
の
玄
関

口
に
も
結
ば
れ
て
い
る
。

　
市
内
に
は
信
州
大
学
を
は
じ
め
「
松
本
地
域
産
学

官
連
絡
会
」
、
医
療
分
野
で
は
「
信
州
メ
デ
ィ
カ
ル

シ
ー
ズ
育
成
拠
点
」
と
い
っ
た
産
学
官
の
連
携
拠
点

が
充
実
。
近
接
す
る
松
本
臨
空
工
業
団
地
に
あ
る

「
ま
つ
も
と
工
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
企
業
支
援

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ３月７日 木曜日 　　

　
航
空
機
産
業
は
近
年
、
新

規
参
入
や
受
注
拡
大
を
図
る

た
め
、
各
地
で
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
が
組
ま
れ
、
地
元
自
治

体
も
支
援
す
る
な
ど
し
て
活

動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
機

体
部
品
の

％
を
日
本
企
業

が
手
が
け
た
米
ボ
ー
イ
ン
グ

の
Ｂ
７
８
７
や
三
菱
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト

Ｍ
Ｒ

Ｊ

の
量
産
化
に
伴
い
、
東

海
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
各

地
で
企
業
の
投
資
や
生
産
能

力
増
強
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
航
空
機
部

品
生
産
は
愛
知
県
、岐
阜
県
、

長
野
県
な
ど
広
域
圏
に
わ
た

り
グ
ル
ー
プ
化
が
進
み
、
国

の
立
地
補
助
金
を
活
用
し
た

投
資
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　
東
北
の
都
市
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ

９
１
０
０
の
認
証
を
取
得
し

て
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
航
空

機
部
品
の
角
度
セ
ン
サ
ー
、

精
密
モ
ー
タ
ー
の
高
精
度
な

部
品
を
安
定
提
供
し
て
い
る

会
社
が
あ
る
。
今
、
こ
の
会

社
は
航
空
機
部
品
生
産
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
中
部
か
ら

毎
日
、
航
空
機
部
品
の
発
注

が
あ
り
、
生
産
設
備
の
拡
大

に
追
わ
れ
て
い
る
。
ま
だ
若

い
２
代
目
社
長
は
大
変
前
向

き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

ト
ラ
イ
を
し
て
お
り
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
近
く
に

飛
行
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

航
空
機
部
品
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
手
が
け
た
い
と
意
気
込

む
。
今
後
の
航
空
機
産
業
の

集
積
は
急
速
に
早
ま
る
と
予

想
さ
れ
る
。

　
国
内
産
業
の
付
加
価
値

化
、
高
度
化
が
進
む
中
、
課

題
と
な
る
の
が
人
材
で
あ

る
。
特
に
少
子
高
齢
化
の
時

代
に
入
り
、
日
本
の
職
人

技
、
経
験
則
な
ど
が
年
々
失

わ
れ
て
き
て
い
る
。
東
北
地

方
に
大
手
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ

ー
が
配
管
学
校
を
開
設
し
て

い
る
。
こ
の
学
校
で
は
技
術

者
の
高
齢
化
で
プ
ラ
ン
ト
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
必
須
の

配
管
技
術
が
失
わ
れ
な
い
た

め
、
若
手
に
技
術
の
伝
承
と

育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
九
州
で
は
工
業
高

校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ

の
取
り
組
み
、
東
北
で
は
モ

ノ
づ
く
り
人
材
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
卒
業
生
の
専
門
課

程
コ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、
全

国
的
に
人
材
育
成
が
広
が
っ

て
い
る
。
新
規
立
地
計
画
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
、
工
場
を
立

地
場
所
の
選
定
要
因
と
し
て

「
労
働
力
」
を
重
視
す
る
傾

向
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る

図
３

。

　
今
後
の
産
業
立
地
は
、
東

日
本
大
震
災
以
降
の
復
旧
・

復
興
需
要
や
政
策
効
果
に
よ

る
立
地
展
開
が
大
き
な
焦
点

で
あ
る
が
、
新
た
な
産
業
の

芽
の
立
地
展
開
も
期
待
さ
れ

る
。
受
け
皿
と
な
る
自
治
体

側
に
あ
っ
て
は
引
き
続
き
立

地
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ま

れ
る
と
と
も
に
、
企
業
側
の

新
規
展
開
や
再
編
・
集
約
な

ど
の
時
機
を
的
確
に
と
ら

え
、
着
実
な
誘
致
・
立
地
の

実
現
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

　
医
薬
品
・
医
療
機
器
関
連

産
業
や
食
品
産
業
な
ど
の
内

需
型
産
業
は
設
備
投
資
を
堅

調
に
続
け
て
い
る
。
医
薬
・

医
療
機
器
分
野
は
医
療
技
術

の
高
度
化
や
、
健
康
・
医
療

・
介
護
な
ど
に
か
か
わ
る
サ

ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
モ
ノ
づ
く

り
の
分
野
で
も
医
療
機
器
、

介
護
用
品
、
健
康
食
品
な
ど

関
連
す
る
業
界
は
多
岐
に
わ

た
る
。

　
政
府
の
成
長
戦
略
に
お
い

て
も
、
医
療
・
介
護
・
健
康

関
連
産
業
を
真
に
日
本
の
成

長
産
業
と
し
、
世
界
最
高
水

準
の
医
薬
品
・
医
療
機
器
を

国
民
に
迅
速
に
提
供
す
る
た

め
の
、
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
５
カ
年
戦
略
を
着
実
に
実

施
す
る
。
そ
の
こ
と
で
、
日

本
の
モ
ノ
づ
く
り
力
を
生
か

し
た
革
新
的
医
薬
品
・
医
療

機
器
・
再
生
医
療
製
品
や
リ

ハ
ビ
リ
・
介
護
関
連
機
器
な

ど
を
世
界
に
先
駆
け
て
開
発

す
る
計
画
で
あ
る
。

　
こ
の
医
薬
・
医
療
分
野
に

つ
い
て
は
重
点
的
な
産
業
分

野
と
位
置
付
け
て
い
る
地
域

も
多
く
、
関
連
企
業
や
異
業

種
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
こ

と
で
新
た
な
医
療
ク
ラ
ス
タ

ー
の
構
築
を
目
指
す
地
域
が

増
え
て
い
る
。

　
国
内
立
地
補
助
金
で
多
く

の
企
業
に
交
付
さ
れ
た
リ
チ

ウ
ム
電
池
の
動
向
は
、
次
世

代
自
動
車
の
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

の
販
売
不
振
で
、

車
載
用
リ
チ
ウ
ム
電
池
の
需

要
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池

が
主
流
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

が
リ
チ
ウ
ム
電
池
に
置
き
換

え
る
傾
向
に
あ
り
、
市
場
も

拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
小

型
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多

機
能
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
民
生
用
や
大
型
の

家
庭
用
な
ど
は
、
使
用
機
器

の
省
エ
ネ
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
市
場
は
堅
調
に
伸

び
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
韓

国
、
中
国
な
ど
の
海
外
勢
が

最
新
設
備
に
対
す
る
大
型
投

資
を
行
い
、
量
産
化
を
進
め

安
い
製
品
供
給
す
る
な
ど
、

厳
し
い
国
際
競
争
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
主
要
な
素
材
・
部

材
や
装
置
に
お
い
て
は
海
外

勢
と
の
価
格
競
争
が
激
化
し

て
い
る
も
の
の
、
技
術
開
発

の
日
進
月
歩
で
独
自
技
術
を

持
つ
国
内
メ
ー
カ
ー
の
存
在

感
が
増
し
て
い
る
。
特
に
、

コ
ア
技
術
を
持
つ
企
業
は
常

に
新
た
な
分
野
を
手
が
け
、

顧
客
と
の
技
術
開
発
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
コ
ア
技
術
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
コ
ア
技
術

の
独
自
性
が
高
ま
っ
て
く
る

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
日
本
が

得
意
と
す
る
「
摺
り
合
わ
せ

す

技
術
」
が
生
き
て
い
る
。
さ

ら
に
は
生
産
に
お
け
る
職
人

技
・
経
験
則
が
物
を
言
う
世

界
に
加
え
、
関
係
協
力
工
場

の
存
在
が
競
争
力
の
源
泉
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
日
本

メ
ー
カ
ー
の
優
位
性
が
維
持

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。


